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無事到着。ドラマの主人公のように、真っ青な海を見ながら澄み切った空気を思い切り吸った。沖

縄の久米島への修学旅行の引率でのことである。スーツケースは前もって送っており、それを持って

部屋に入った。「あっ、しまった」、着替える時に気づいたのは、スーツケースの鍵を家に忘れてしま

ったことである。古いものであったので鍵を壊すのも難しく、どうにかなると思い、最小限のものだ

けコンビニで購入することにした。同時に、家に電話をし、鍵を送ってもらったが、久米島へ届くの

は２日後であった。４日間の旅行であるのに３日目の昼頃にスーツケースの中身と会うことができた

のである。 

さて、修学旅行まであと少しになりました。1 日目午後の班別行動の内容選択、ホテルの部屋割、

ナイタースキーの希望、クラストレーナーの色・デザインなど様々な事が決定しつつあります。先日

は、クラスレクリエーションで演じるダンスの曲を決めましたが、その際、生き生きとした姿を見る

ことができました。 

 一方、昨日（11 月 12 日）は新型コロナウイルスの新たな感染者が北海道・兵庫とも過去最多とな

り、感染拡大に歯止めがかかっておらず、不安な気持ちがどんどん増していっています。修学旅行の

引率も何度もありますが、このようなことは初めてです。 

また、先日の朝読でどんな対策を行うか聞いてみたところ、常にマスクをする、30秒手洗いをする、

消毒液をもっていく、三密を避ける、食事中はしゃべらない、など様々なものがありましたが、自分

のため、家族・友人のため、みんなのために出来るだけ対策を講じましょう。制約を加えられる場面

も多く、我慢しなければならないことも多くあると思いますが、無事に帰ってくることが最も重要で

あり、そうした中において楽しい感動する瞬間・時間を最大限に持ちましょう。 

 

 

第１１回ビブリオバトル清水決戦 
 １０月３０日の放課後、図書委員会主催のビブリオバトル清水決戦が行われました。ビブリオバト

ルとは本の紹介ゲームです。各自お気に入りの本を、５分間で紹介します。 

今回決勝に進出したのは、1組花房康成君「獣の奏者 闘蛇編Ⅰ」、８組杉野ニッカさん「５分後に

癒されるラスト」、５組森本悠飛君「オオサンショウウオの川」でした。この中から、５組森本君が

紹介した本が、見事チャンプ本に輝きました。 

    

人権標語コンクール 
優秀作 ２年４組 髙田 花香  「気をつけて いじめと冗談 紙一重」 

佳作  ２年２組 小野田 ゆめ  「ひきょうだよ SNSで いじめるの」 

     ２年３組 松田 優芽 「大丈夫？ その一言が 救いの手」 

 

Classi について 

臨時休校中にお世話になった Classiですが、登校が再開し徐々に使用頻度が低くなってきました。

全生徒への連絡や、家庭での学習活動にとても役に立つアプリケーションです。これからも有効に活

用していきましょう。 

Classi「〇月〇日(〇)朝のアンケート」継続してます！ 

こちらも臨時休校中に皆さんの健康状態を教えてもらうために始めたものでした。ただし、こちら

の方は、学校の再開後、現在も継続しています。その理由のひとつは、設問６「今日のお題」です。

「1 日 1 回、少し何かを考えて文章を書く」ということを継続して欲しかったからです。今も毎日継

続して回答してくれている人もいます。ただ、最近、回答者が減って少し寂しく思っています。朝の

回答でなくてもかまいません。ぜひ、回答してみてください。 

 

 

期末考査アドバイス 
期末考査に備えて各担当者からアドバイスをいただきました。今後の学習、テスト勉強の参考にし 

てください。 

 

現代文Ｂ 

 今回は夏目漱石の「こころ」が考査の範囲です。言葉づかいが古めかしく、ちょっと分かりづらい

と感じるかもしれませんが、人間としての当たり前の気持ちが書かれているだけです。授業などで言

葉の意味を確認して、漱石の文学に少しでも深く触れてください。いつものように、復習プリントを

使ってよく学習してください。 

古典Ｂ 

 「大鏡」は登場人物を整理し、誰から誰に対する敬意かを確認すること。助動詞の意味を確認した

上で口語訳をすることと、「なむ」「ぬ」「る」の識別ができるように。「四面楚歌」は、書き下し、口

語訳し、白文に訓点がつけられるよう練習すること。覚えることが多いので、配布プリント等で、早

めにテスト勉強を始めてください。 

数学Ⅱ（理系 数学Ⅲ選択者） 

今回の考査の範囲は「複素数平面」となります。新しい単元、考え方なので、まずは定義をしっか

りと理解しましょう。勉強としてはわからないことをそのままにしない。学習時間を確保する。今後

の数学Ⅲに向けて良いスタートを切るためにも最初の考査に向けて正しい勉強をしましょう。 

数学Ⅱ（理系 数学基礎応用α選択者） 

 今回の考査から復習に入ります。一度学習した内容になっていて、入試に向けた学習が本格的に始

まります。しっかりと点数が取れるように頑張りましょう。 

数学Ｂ（理系・文系選択者） 

今回の考査の範囲は「数列」となります。まずは数列の基本となる等差、等比そしてΣの計算です。

新しい公式が多いですが、キッチリと理解し覚え、考査に臨みましょう。そして３学期の学年末考査

は数列の続きとなります。ベクトルで悲しい思いをした人は 3学期困らないためにも今回の考査で数

列の基本を完ぺきにしましょう。 

数学Ⅱ（文系Ａ） 

 今回の考査の範囲は「三角関数」です。難しい単元ですが、公式をしっかりと理解することや、三

角関数の値を求めることが出来るように繰り返し演習しておきましょう。この単元が理解できれば、

１年生の時に学習した三角比も理解でき、入試にも役に立ちます。しっかりと取り組みましょう。 



数学Ⅱ（文系Ｂ） 

 今回の考査の範囲は狭いですが、前回のようにマークシートではありません。軌跡を求める問題で

は書かなければいけないことがありましたね？領域はどうですか？角度の作図や弧度法は大丈夫で

すか？油断していると点数が悪くなります。しっかり対策しておきましょう。 

地理Ａ 

 今回のテスト範囲から地誌が入ってきます。中国、朝鮮半島について、地理的条件をもとに歴史の

内容や工業、商業、政治、経済、また現在の取り組みなど、様々な観点から出題されます。教科書で

学習した内容をしっかり復習し、考査に臨みましょう。 

世界史Ａ 

 テスト範囲は授業プリントＮｏ７～９の予定。テスト対策プリントを何度も反復練習することが、

一番効率の良い対策です。ギリシアとローマは登場人物・できごとが混ざりやすいので、覚えるとき

にペンや紙の色を変えて区別するなどの工夫をしてください。小テストは平常点にもテスト対策にも

なるので、おろそかにしないでください。 

日本史Ａ 

 中間考査に比べると範囲は狭くなりますが油断は禁物です。授業プリントは教科書を要約したもの

ですのでプリントを見返しながらしっかりと教科書を熟読しておいてください。なお、1 学期よりず

っと言い続けていますが、授業プリントをファイルに綴じて提出しないと欠点となりますので、きち

んとまとめておくように。２学期の成績を左右する重要な試験ですので頑張りましょう。 

世界史Ｂ 

 今回のテスト範囲は中国史が中心となります。宋・元・明・清と大切な王朝ばかりです。征服王朝

として中国を支配した元と清の支配方法の違いなど、しっかりと学習しましょう。また、歴代の皇帝

や事件などの基本的事項は必ず暗記をしましょう。さらに、ティムール朝やオスマン帝国についても

確実に学習しましょう。 

日本史Ｂ 

 今回の範囲は、中世の貿易から江戸幕府の成立までです。これまでと違い、刻一刻と情勢が変わる

歴史を、「なぜ起こったのか？」から「その結果どうなったのか？」を、意識しながら歴史の流れを

復習しましょう。テスト対策プリントを解きながら、しっかり知識をつけて臨みましょう。 

化学（理系） 

 今回の範囲は、結晶の構造・物質の状態変化・気体です。基本的な用語の確認をすることと、計算

問題を繰り返し練習することをお勧めします。その問題が解けるようになるだけではなく、その解き

方をマスターするよう繰り返し練習してください。 

物理（理系） 

 今回の範囲は熱力学分野と波動の導入分野です。前半の気体分子の熱運動から圧力を求めるまでの

過程は、ノートや教科書を繰り返し理解し、自分で説明できるようにしてください。後半の状態変化

は各変化の特徴をつかんで問題演習に取り組みましょう。熱力学分野も今回でラストです。しっかり

自分のものにしてください。波動分野は物理量を正確に理解しましょう。覚えるだけでなく意味をつ

かんで問題に取り組んでください。 

生物（理系） 

 日頃から、何をしているのか見失わないように。少しでも疑問があれば、調べたり、聞いてみるこ

と。 

化学基礎（文系） 

 今回の範囲は、「第２章 酸と塩基の反応」です。中学校で学習した「酸・アルカリ」の内容をさ

らに深めた内容になっています。基本的な用語や、酸・塩基の名称と化学式を正確に覚えましょう。

教科書やワークの内容をよく確認し、中和滴定の実験のプリントも復習しておいてください。中和の

化学反応式を正しく書き、計算問題に取り組んでください。 

家庭基礎 

 消費生活、食生活のプリント冊子をしっかり復習してテストに挑んで下さいね。特に栄養素の分野

はマーク問題でも、難しいです。 

保健 

 今回は範囲が広いです。教科書、図説書等をしっかりと読み、授業で使用したプリントやノート等

を繰り返し覚えて、確認して勉強しましょう。 

コミュニケーション英語Ⅱ 

 これまでと比較すると語いレベルが上がってきています。今までよりも早くから学習に取り組むこ

とが必要です。Fitに関しては以下の手順でしっかりと時間をかけて学習してください。 

①新出単語や本文下に出ているフレーズを中心に、知らない表現を覚える（音読をする） 

⓶本文をしっかりと読んで理解する（授業でのノートやプリントを参考にする） 

③理解した後に英文を(意味を考えながら)音読する 

④Sum Up!等の教科書の問題、ワークブックの問題の解き直しをする 

※ただし、英語が苦手な人は、日本語訳で話の内容をしっかりと理解したうえで英文を学習

するとわかりやすいです。 

以上の①～④は、最低限しなければならないことです。これに自分流の学習を追加して試験に臨ん

でください。ユメタンの学習もしっかりとしてください。 

※Classiにテスト対策をアップロードすることを予定しています。アップロードした場合は

C英の授業で連絡します。 

英語表現Ⅱ  

今回の範囲は「時制」が中心です。完了形だけではなく、現在形、過去形、未来形なども理解して

おこう。学習方法としては、教科書の問題、ワークブックの問題などを繰り返し、周りの人に説明で

きるくらいにしよう。 

英語理解 

２冊の問題集の両方に時間をかけて丁寧に学習してください。今回は前回の中間考査よりも範囲が

少ないので、試験範囲全体を学習しきることができるはずです。教材が問題集なので学習しやすいと

思います。英語は声に出してから書いて覚えると効果的です。 

前回の試験では、Step Up 英語構文７７の範囲をあまり学習していない人がいました。和文英訳の

問題までしっかりと学習するようにしましょう。 

 

 

今後の予定   

 
 １２月７日（月） 考査前日 午前中授業 

    ８日（火）～１４日（月） 期末考査 

１５日（火） 午前中授業（時間割の３，４，５，６限の科目、各４５分）  

１６日（水） 午前中授業（時間割の３，４，５，６限の科目、各４５分） 

３限：薬物乱用防止講演会（体育館） 

１７日（木） 校外人権学習（アワーズホール） 

１８日（金） 学年集会（１～４限、 各４５分） 

２１日（月） １～３限授業（時間割の５，６，３限の科目、各４５分）、 

         ４限：心のサポート授業（５０分） 

２２日（火） １～３限授業（時間割の３，４，５限の科目、各４５分） 

         ４限：共生について（体育館） 

２３日（水） １限：LHR ２限：学年集会 ３限：LHR（各５０分） 

２４日（木） 大掃除、終業式、LHR 

 

  教育相談日：１２月４日（金）、１１日（金） 

      


